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⚫ 宇宙戦略基金事業の審査・評価に当たり第三期においても一部の事業で導入しております。

⚫ 提案機関における一定の売上げや資金供給の蓋然性を確認することを目的としており、提案書の補足情報としてJAXAにおけ
る審査・評価の際に活用するためのものです。主要な顧客候補や金融機関が、提案機関から提案書の内容又はそれに準ずる
内容についての情報提供を受けた上で、後述のExcelに評価を記載することを想定。

⚫ 審査・評価の際には、評価に記載された内容を総合的に勘案し、上記の蓋然性の確認に定性的に活用します。
なお、多くのステークホルダー評価の回答があれば一律に評価が高くなるというものではありません。

ステークホルダー評価の仕組みのイメージ

主要なステークホルダー
（顧客候補、金融機関※）

JAXA
宇宙戦略基金事業部

提案機関

提案書

提案書
（又はそれに準ずる内容）

ステークホルダー評価
（Excel）

※CVCや投融資を検討している事業会社を含む

※公募締め切り日の一週間後までに提出
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⚫ 提案書又はそれに準ずる内容について提案者から入手をしたステークホルダーから、公募時に示すExcelファイルに以下を含む
内容を入力していただきます。

⚫ 事業によって入力項目が異なる場合があります。各公募ページから当該ファイルをダウンロードください。

ステークホルダー評価の様式

１．評価者（貴社）の組織名称

２．評価者（貴社）の組織の法人番号

３．評価者の所属・肩書

４．評価者の氏名

５．評価者のメールアドレス

６．評価者の電話番号

７．提案機関が応募予定の技術開発テーマ

８．提案機関の組織名称

９．提案機関の法人番号

10．提案機関の技術開発課題（実施内容の名称）

11．提案機関が設定した4桁の提案課題番号

８．提案機関と貴社の関係（顧客候補 or 金融機関）

９．提案機関と貴社の関係（契約・投融資状況）

10．提案に対する貴社の評価（400字以内）

11．同一の技術開発テーマについて複数の提案機関を評価した場

合、各提案者の評価順位とその理由
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注意事項

（１）提出期限

・各技術開発テーマの公募締め切り日の一週間後（8月13日正午）までにご提出いただくようお願いします。

（２）提出方法

宛先：SSF-stakeholder@ml.jaxa.jp
件名： 【ステークホルダー評価提出】 技術開発テーマ名称
本文：なし

添付：Excelファイル名「技術開発テーマ名称_評価者の組織名称_部署名_提出日（YYYYMMDD)」

（３）情報の取扱い

・本様式は、提案機関の評価・審査に限定して利用することのみを目的としており、記載された投融資等の実施を求めるものではありません。

・本様式に記載された情報は、評価・審査に関わる者（審査委員、JAXA職員等）のみが閲覧可能な秘密情報として取り扱います。

・個人情報の取扱いについてはJAXAサイトポリシー内の「7. プライバシーポリシー」をご確認ください。

JAXAサイトポリシー：https://www.jaxa.jp/policy_j.html

⚫ ステークホルダー評価の提出にあたっては以下の点にご注意いただくようお願いします。
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Web(参考)
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エクセル表(参考)
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よくある質問(参考)

質問内容 回答

1 ステークホルダー評価者の選定方法について。
 

ステークホルダー評価は提案者から評価者へ直接依頼していただくことになります。評価者の選定に制約は設けておりませ
んが、顧客候補や金融機関(VCや投融資を検討している事業会社も含む)を想定しています。説明会資料に記載した通
り、応募にあたって顧客候補によるステークホルダー評価は提出必須となる見込みです。 

2 ステークホルダー評価依頼先に断られた場合はどう
なるのか。 

公募要領に規定予定の条件を満足しない状態で審査プロセスに入ることになります。 

3 ステークホルダー評価が必須をされているが、金融
機関、顧客についてそれぞれ何件あればいいという
最低ラインはあるのか。 

顧客候補に関しては1件以上の評価を求める見込みですが、金融機関に関しては件数の最低ラインは設定しない見込
みです。 

4 評価依頼する金融機関はJAXAから紹介いただけ
るのか。 

金融機関をJAXAから個別に紹介することはございません。必要に応じて、提案機関自身が金融機関に対してご連絡い
ただくようお願いいたします。 

5 今回のステークホルダー評価に関する説明会に参
加していない企業に、ステークホルダー評価を依頼す
ることは問題ないか。 

本説明会に参加された顧客候補企業（評価者）はあくまで一部であり、説明会に参加されていない評価者に対して、
提案機関が評価を依頼することは問題ございません。 

6 顧客評価や金融機関の評価を依頼する際に、被
評価者側は説明が必要となるが情報の取り扱いに
関して取り決めはあるのか。 

技術情報や事業計画に関する情報等、評価依頼時に含まれる情報の取り扱いについては評価者側と被評価者側で取
り決めていただくようお願いいたします。
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よくある質問(参考)

質問内容 回答

7 評価者側の相対評価について、評価依頼の件数が
想定より少ない場合、依頼のあった件数で相対評
価をしても問題ないか。 

問題ございません。 

8 早々に複数社からの評価依頼があり取りまとめを行
い提出したが、締め切り間近で評価依頼があり、見
直さなければならない場合、どのような配慮があるの
か？ 

最後に提出されたExcelに記載された順位と理由を最終版として受領いたします。見直しが必要になった場合、提出済の
内容を含めた最終的な評価結果を提出してください。 

9 ステークホルダー評価の順位付けの意図は。顧客候
補自身の観点か、審査の観点も織り込む必要があ
るか。 
 

ステークホルダー評価に当たっては評価者（顧客候補、金融機関）自身がお持ちの観点に基づいた評価をお願いいたし
ます。 
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